
様式第 2 号(第 7 条関係) 

 

会 議 結 果 報 告 書 

令和 6 年 11 月 6 日 

 

会 議 の 名 称 
令和６年度 第 1 回舞鶴市西市民プラザの運営方針に関する意見交

換会(西市民プラザの未来を話し合う井戸端会議) 

種 別 □附 属 機 関   ☑懇 話 会 等 

開 催 日 時 令和 6 年 10 月 21 日（月） 18 時 30 分 ～ 20 時 30 分 

開 催 場 所 西市民プラザ 1 階展示室 

出 席 者 12 名 

議 題 

・ テーマ なぜ西市民プラザは生まれたの？その経緯と目的を共

有しよう。 

・ 内容 

(1) 趣旨と進め方について 

(2) 西市民プラザ再発見 -施設を見学しよう- 

(3) あいさつからはじめよう(自己紹介、グループ分け) 

(4) なぜ西市民プラザは生まれたの？ -その経緯と目的を共有

しよう- 

 (5) ふりかえり -今日の気づきを共有しよう- 

公 開 の 区 分 
☑公  開 

□部分公開 [理由] 

傍 聴 者 数  7 名 

審 議 結 果 

及 び 

主 な 意 見 等 

実施報告のとおり 

会議録の作成様式 □詳 細   ☑要 約 

備 考  

 

担 当 課 
舞鶴市市民環境部人権啓発・地域づくり室市民協働推進課 

TEL (0773)66-1073 

  



第1回 舞鶴市西市民プラザの運営方針に関する意見交換会 実施報告 

(西市民プラザの未来を話し合う井戸端会議) 

 

1 開催日時 ： 令和6年 10 月 21日(月) 午後6時 30分から午後 8時 30分まで 

2 開催場所 ： 西市民プラザ 展示室 

3 参 加 者 ： 16名(うち市職員 4名)  

4 傍 聴 者 ： 7名 

5 内 容 ： なぜ西市民プラザは生まれたの？その経緯と目的を共有しよう。 

・ 趣旨と進め方について 

        ・ 西市民プラザ再発見 -施設を見学しよう- 

        ・ あいさつからはじめよう(自己紹介、グループ分け) 

        ・ なぜ西市民プラザは生まれたの？ -その経緯と目的を共有しよう- 

        ・ ふりかえり -今日の気づきを共有しよう- 

6 ファシリテーター ： 谷口 知弘氏(福知山公立大学 地域経営学部 教授) 

 

 

 この会議は、多世代が集まって意見を交換するだけでなく、西市民プラザがどのような

目的で建てられたのか、市民活動の場の意味や価値、他地域の先進事例等を学び、その学

びから得た気づきを共有しながら西市民プラザの今後の運営方針について参加者同士で話

し合うことを目的としています。 

 第 1 回は、これからこのメンバーで積極的な意見交換をする上で大切な“安心と安全の

場”と“豊かな関係”をつくるため、西市民プラザが設置された経緯やこれまでどのように利

用されていたか、実際に施設を見学することでどのようなものがあるかを学ぶとともに、

グループワークを通じて自己紹介をはじめ、参加者それぞれが西市民プラザの知っている

ことや会議を通じて学んだこと等を共有し、交流を図りました。 

 次回以降も学びを通じて気づきを共有するとともに、より理解を深めながら西市民プラ

ザの未来について話し合います。 

  



【会議の様子】 

▼ 自己紹介・趣旨の共有       ▼ 施設見学 

 

 

 

 

 

 

 

 ▼ グループワーク              ▼ 気づきの共有 

  

 

 

 

 

参加者の感想 

 ・ プログラム構成、メンバー構成が良かった。 
 ・ 設立当時から現在までをよく知る人の話を聞けたことは貴重であった。 

 ・ 参加者に熱量の高い人がいたこと、老若男女いたことが良かった。 
 ・ 参加者が話やすく楽しかった。施設が盛り上がるように皆で話し合いたい。 

 ・ 資料だけでなく、直接“思い”が聞けて良かった。 
 ・ 設置から20年以上経っているがきれいであり、大切に使われてきたのだと思った。 

 ・ ポテンシャルが高い施設であると感じた。 
 ・ 設立当初のことが更にわかった。 

 ・ 主観で捉えていた施設の歴史や事業について膨らみが出た。 
 ・ これまで多くの人達が強い思いを持ってチャレンジしてきたこと、それでもなお残

っている課題があることも知ることができて良かった。 
 ・ 今後、施設をどのように活用したらいいか考えていきたい。 

 ・ 場所と人とのつながりづくりをいかしたものにしてほしい。 

 ・ 新しい発見が多くあったので、たくさんの人に知ってほしい。 


